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令和6年度学校教養実施に関する指針について（通達）
察教養細則（平成13年察庁訓令第4号）第16条に基づき、「和6年度

学校教養実施に関する指針」を別添1「令和6年度に各級察学校で実施する
課程の教養人員等」及び別添2「各級響察学校における教養対象者の基準」の
とおり定めるので、各級察学校においては教養実施計画を策定の上、学校教

また、育児・介護等の事情により、別添2の基準に示す課程への入校が困難

な者への対応については、別添3「育児・介護等の事情がある者への対応」の

とおりとする。
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別添1
令和6年度に各級察学校で実施する課程の教養人員等

学校別 課程 教養人員
（人）

各 部

特別捜査幹部研修所

国際暼察センター

財務捜査研修センター

警察情報通·研究センター

附属瞥察情報通言学校

小

管区（道）醬察学校

暼察運営科
★部任用科（本課程）
部任用科（特別短期課程）
課長補佐任用科
初任幹部科
行政実務科
術科指導者養成科
教官養成科
専科
指定職種任用科
研究科
特別捜査幹部科
捜査幹部養成科
捜査実務研修科
国際協力研修科
語学研修科
国際科
国際捜査研究科
財務捜査研修科
取調べ技術・捜査指揮研修科
情報通倡技術研究科
サイバー捜査研修科
通乍職員課長任用科
通·職員係長任用科
通信初任幹部科（初任）
通初任幹部科（補習）
通言職員養成科（技術初任）
「通言職員養成科（技術補習）
通信職員養成科（事務）
情報通·技術専科
情報通·研究科
計

朁部補任用科
巡査部長任用科
係長任用科
主任任用科
般職員初任科

全国規模専科
管区規模専科
管区特別専科

別途計画

専科

小

府県等蓍察学校

小

研究科
初任幹部科
計

初任科
初任補修科
一般職員初任科
瞽部補任用科
巡査部長任用料
係長任用科
主任任用科
部門別任用科
専科
計

合 計
他省庁等からの受託教養

備考
別表1のとおり
別表2のとおり
別表3のとおり
別表4のとおり
別表5のとおり
別表6のとおり
別表7のとおり
別表8のとおり
別表9のとおり
別表10のとおり
別表11のとおり

別表12のとおり

別表13のとおり

別表14のとおり
別表15のとおり
別表16のとおり
別表17のとおり

別表18のとおり

（国際著察センター国際科を除く）

別表19のとおり

別表20のとおり
別表21のとおり
別表22のとおり
別表23のとおり
別表24のとおり

別表25のとおり

別表26のとおり



家庭の事情等からも学校生活に支障のない者とする。

診断結果、健康管理医や保健師等からの意見聴取を踏まえ、あるいは、医療機関等に
必要な検査依頼するなどして判断するものとする。
なお、術科教養の実習に参加できないことのみをもって、学校生活に支障があると

の判断をすることのないようにすること。

原則として、入校時、年齢57歳未満で、かつ、吹のいずれかの要件を満たし、

なお、就任後、おおむね1年以内の者を含む。

なお、就任後、おおむね1年以内の者を含む。

なお、就任後、おおむね1年以内の者を含む。

4月1日現在、年齢48歳以上56歳未満の者とする。

別添2

各級響察学校における教養対象者の基準

第1 令和6年度に各級察学校で実施する課程の教養対象者の基準
1 各級警察学校の教養対象者は、炊に掲げる基準によるものとし、かつ、健康状態、

健康状態については、入校予定の課程の内容・期間等に応じ、勤務状況や定期健康

（1） 瞽察大学校各部
ア •察運営科

真に所属長にふさわしい者とする。
（7）都道府県察（方面）本部の課長、察署長等の所属長に近く就任が予定
（おおむね1年以内）されている視。ただし、特別捜査幹部研修所特別捜
査幹部科又は捜査幹部養成科の修了者を除く。
（イ） 都道府県察（方面）本部の課長等に近く就任が予定されている一般職員。

（ウ） 都道府県警察の科学捜査研究所の長に近く就任が予定されている一般職員。

（土） 府県（方面）情報通信部及び多摩通信支部の課長に近く就任が予定されて
いる一般職員。

イ•部任用科
（ア） 本課程

原則として、試験又は選抜により響部に昇任が予定されている者又は警部
昇任者で、令和6年4月1日現在、年齢48歳未満の者とする。
（イ） 特別短期課程

原則として、警部に昇任が予定されている者又は贅部昇任者で、令和6年

ウ課長補佐任用科
原則として、贅部相当職に昇任が予定されている一般職員又は部相当職に

昇任した一般職員で、令和6年4月1日現在、年齢50歳未満の者とする。
エ 初任幹部科



って、次の全ての事項に該当する者とする。

上の犯罪捜査実務経験を有すること。
（b） 令和6年4月1日現在、原則として年齢48歳未満であること。

（a）部として5年以上の勤務経験を有すること。

犯罪捜査実務経験を有すること。
（c） 和6年4月1日現在、原則として年齢45歳未満であること。

以内であること。

（7） 初任課程は、国家公務員採用総合職試験に合格して採用された部補とす

る。
（イ） 補習課程は、初任課程を修了した部補とする。
（ウ） 研究課程は、補習課程を修了した部及び視又は（8）ウ（イ）に掲げる課程を
修了した係長及び課長補佐の普察通信職員とする。

オ 行政実務科
（ア） 補習課程は、（9）キ（イ）に掲げる課程を修了し、又は推薦者要員補者であ
る警部補とする。
（イ） 研究課程は、補習課程を修了し、又は推薦者（推薦者要員を含む。）である
視又は部とする。

カ 術科指導者養成科
柔道、剣道、逮捕術又は体育の指導者に予定されている著部補以上の菩察官
又は同相当職の一般職員で、原則として、令和6年4月1日現在、年齢46歳未
満の者とする。
キ教官養成科
普察学校の教官として勤務することが予定されている部、部補の察官

・又は同相当職の一般職員とする。
ク専科、指定職種任用科及び研究科
個別の実施通達により定めるものとするが、原則として、入校時、年齢56歳

未満の者とする。
（2） 特別捜査幹部研修所
ア特別捜査幹部科

•察大学校響部任用科を修了し、又は行政実務補習課程を修了した者であ

（ア） 各階級別の要件

a謷視
（a） 部補以上の階級において3年以上又は普部以上の階級において2年以

b 謷部

（b） 部補以上の階級において3年以上又は部の階級において2年以上の

（d） 察大学校部任用科の総合成績にあっては、原則として上位2分の1

（1） 各階級共通の要件



あること。
なお、この適格性を判断するに当たっては、以下の点を踏まえること。

担当部課長等の職に配置されることが予想される者であること。

好であるほか、諸般の事情を総合的に判断し、上級幹部としての適格性を有
する者であること。

（イ） 令和6年4月1日現在、原則として年齢55歳未満であること。

しての適格性を有すること。

個別の実施通達により定めるものとするが、原則として、入所時、年齢56歳未満

（7） サイバーセキュリティ対策研究・研修センターサイバー捜査研修科

中・長期的な人事構想を踏まえ、上級捜査幹部としての適格性を有する者で

a 現に都道府県察において重要事件の捜査主任官（捜査担当の調査官・指
導官・管理官・特捜班長、捜査担当補佐、大規模署の捜査担当課長等）とし
て配置されている者又は本研修修了後短期間のうちに、上記に準じた職に配
置予定の者であること。

b 長期的な人事構想として、将来的に都道府県察の捜査の中核となる捜査

• 性格、素行及び健康状態が良好であり、かつ、勤務実績及び研修成績が良

イ捜査幹部養成科
原則として、察大学校部任用科を修了した者であって、飲の全ての事項に

該当する警視とする。
（ア）視としておおむね1年以上の勤務経験を有すること。

（ウ） 中期的な人事構想を踏まえ、刑事又は組織犯罪対策部門の捜査担当課長等と

（土）特別捜査幹部科を修了していない者であること。
（3） 国際替察センター捜査実務研修科、国際協力研修科、語学研修科、国際科及び
国際捜査研究科
個別の実施通達により定めるものとするが、原則として、入所時、年齢56歳未

満の者とする。
（4） 財務捜査研修センター財務捜査研修科
個別の実施通達により定めるものとするが、原則として、入所時、年齢56歳未満
の者とする。
（5） 取調べ技術総合研究・研修センター取調べ技術・捜査指揮研修科

の者とする。
（6）謷察情報通研究センター情報通言技術研究科
情報通信に関係する業務に従事している察通情職員で、情報通の研究に関す

る適格性を有し、原則として、入所時、年齢56歳未満の者とする。

個別の実施通達により定めるものとするが、原則として、入所時、年齢56歳未満の者とする。
（8）附属朁察情報通倌学校
ア 通·職員課長任用科



なお、選考後、おおむね1年以内の者を含む。

56歳未満の者とする。

和6年4月1日現在、年齢46歳未満の者とする。

令和6年4月1日現在、年齢41歳未満の者とする。

一般職員とする。

原則として、入校時、年齢55歳未満で、府県（方面）情報通部の課長又はこ
れに準ずる官職への昇任候補者として選考された響察通情職員等とする。

イ：通言職員係長任用科
原則として、入校時、年齢46歳未満で、府県（方面）情報通部の係長又はこ
れに準ずる官職への昇任候補者として選考された響察通情職員等とする。
なお、選考後、おおむね1年以内の者を含む。

ウ 通信初任幹部科
（7） 初任課程は、国家公務員採用総合職試験に合格して採用された行政（一）2

級の係員の響察通言職員とする。
（イ） 補習課程は、初任課程を修了した察通信職員とする。
エ通·職員養成科
（7） 技術初任課程は、国家公務員採用一般職試験等に合格して採用された行政（一）

1級の係員の技術系醬察通言職員等とする。
（イ）技術補習課程は、技術初任課程を修了した警察通職員とする。
（ウ） 事務課程は、国家公務員採用一般職試験に合格して採用された行政（一）1

級の係員の事務系響察通情職員等とする。
オ 情報通·技術専科及び情報通言研究科
別途通知する推薦基準により定めるものとするが、原則として、入校時、年齢

（9） 管区（道）察学校
ア 普部補任用科
原則として、試験又は選抜により部補に昇任が予定されている者又は部
補昇任者で、和6年4月1日現在、年齢46歳未満の者とする。
イ巡査部長任用科
原則として、試験又は選抜により巡査部長に昇任が予定されている者又は巡
査部長昇任者で、和6年4月1日現在、年齢41歳未満の者とする。
ウ 係長任用科
部補相職に昇任が予定され又は部補相当職に昇任した一般職員で、令

エ 主任任用科
巡査部長相職に昇任が予定され又は巡査部長相当職に昇任した一般職員で、

オー般職員初任科
国家公務員採用一般職試験に合格して採用された行政（一） 1級の係員等の

カ 専科



年齢56歳未満の者とする。
2 上記以外の課程については、個別の通達等による。

個別の実施通達により定めるものとするが、原則として、入校時、年齢56歳

未満の者とする。
キ 初任幹部科
（ア）初任課程は、国家公務員採用一般職試験に合格して採用された巡査部長と
する。
（イ）、補習課程は、初任課程を修了した部補又は巡査部長とする。

（10） 府県等察学校
専科等は、個別の実施通達により定めるものとするが、原則として、入校時、

第2 その他
他省庁等からの受託教養については、衆議院、参議院、公正取引委員会、法務省、
出入国在留管理庁、財務省、国税庁、厚生労働省、海上保安庁、運輸安全委員会及び
防衛省から受け入れるものとし、その課程及び人員については、別添1の別表25のと
おりとする。



育児・介護等の事情がある者への対応

判断する。

●本課程への入校が困難であると認められる者については、48歳未満の者について

なお、必要に応じて、職場での指導、教養等により補うこと。

別添3

育児・介護等の事情により、別添2に示す教養対象者の基準に該当する課程への入校が
困難な場合は、次により対応すること（採用時の教養を行う課程を除く）。

1瞽察大学校
（1） 部任用科本課程
● 昇任時期を問わず、柔軟に入校時期を判断する。
●入寮が困難であり、本人が通学による入校を希望する場合には、通学距離及び時
間、教科外活動への参加可否、課題や試験勉強への取組方法等について、本人の所
属する都道府県察等が、察大学校と協議を行い、校長が通学の可否を総合的に

• 入寮が困難であり、本人が一部通学による入校を希望する場合には、通学距離及
び時間等を踏まえ、校長の判断により、一部通学を認める。

（2） 謷部任用科特別短期課程.
も入校対象となり得る。

• 入寮が困難であり、本人が通学又は一部通学による入校を希望する場合には、通・
学距離及び時間等を踏まえ、校長の判断により、通学又は一部通学による入校を認
める。

（3） 課長補佐任用科

•昇任時期を問わず、柔軟に入校時期を判断する。
•入寮が困難であり、本人が通学又は一部通学による入校を希望する場合には、通
学距離及び時間等を踏まえ、校長の判断により、通学又は一部通学による入校を認
める。

（4） その他の課程

●入寮が困難であり、本人が通学又は一部通学による入校を希望する場合には、通
学距離及び時間等を踏まえ、校長の判断により、通学又は一部通学による入校を認
める。

● カリキュラムの都合上、通学又は一部通学に対応できない課程は、各課程の実施
通達で別途指示するものとする。



的に判断する。

的に判断する。

なお、必要に応じて、職場での指導、教養等により補うこと。

2附属謦察情報通倡学校
入寮が困難であり、本人が通学又は一部通学による入校を希望する場合には、通学距

離及び時間等を踏まえ、附属警察情報通備学校と協議を行い、校長が通学の可否を総合

3管区 （道）警察学校
（1） 部補任用科及び巡査部長任用科
● 昇任後おおむね3年が経過している者についても入校対象とする。
◎入寮が困難であり、本人が通学による入校を希望する場合には、通学距離及び時
間、教科外活動への参加可否、課題や試験勉強への取組方法等について、本人の所
属する都道府県察等が、各管区察学校と協議を行い、校長が通学の可否を総合

• 入寮が困難であり、本人が一部通学による入校を希望する場合には、通学距離及
び時間等を踏まえ、校長の判断により、一部通学を認める。

（2） 係長任用科及び主任任用科
• 昇任後おおむね3年が経過している者についても入校対象とする。
● 入寮が困難であり、本人が通学又は一部通学による入校を希望する場合には、通
学距離及び時間等を踏まえ、校長の判断により、通学又は一部通学による入校を認
める。

（3） 専科等

●入寮が困難であり、本人が通学又は一部通学による入校を希望する場合には、通
学距離及び時間等を踏まえ、校長の判断により、通学又は一部通学による入校を認
める。

•カリキュラムの都合上、通学又は一部通学に対応できない課程は、各課程の実施
通達で別途指示するものとする。

4 都道行県察学校
●別添2第1の1（9） ア及びイに該当する者であっても、管区（道）警察学校にお
ける♥部補任用科及び巡査部長任用科への入校が困難な者については、都道府県察
学校における替部補任用科及び巡査部長任用科に入校させる。

また、入寮が困難であり、本人が希望する場合には、通学距離及び時間等を踏まえ、
校長の判断により、通学又は一部通学による入校を認めるものとする。

• 係長任用科、主任任用科、部門別任用科及び専科についても同様の対応とする。



第354期 第355期 第356期 第357期

18（3）

17（1）

北海道 4 3（1） 3

1（1）

4

12

（1）

4 （1）

21

1

2

1（1）

1（1）

（2）

2 （1）

（1）

2

112.3.22

3211

11

88（13） 61（1）
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（1）

第358期

3

2
3

第359期 第360期

2

2
3

11532211

1111

111

11113

（1）63（1）
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（1）
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（2）

（1）

（2）

（1）

別表1

菩察大学校「菩察運営科」
期別

府県等別 一般職員 暼察官 謷察官 暼察官暼察庁
馨察庁（通）
皇 宮

青 森 1東岩 手宮 城秋 田

北正 形福 島醬視庁
関

奈

1

歌

九

州 鹿
沖
合

児
（1）

計
（ ）内は、女性管官の入校人員を内数で示す。

2111
2ゴ

］

］

11

注

謷察官 謷察官 謷察官

3 1

11

総人員

15 7

備考

（2

2日



北海道
1
21
6

5
3

52

10
18

12

18

14

3
2
3
2

3
20

（1）

（1）

（1）

（1）

（2）

（1）

（1）

（2）

（1）

（2）

（1）

（1）

（1）

（1）

54

7

10
20

11

3
17

6

27
14

5

2020

351
（1）

（18） 375

（1）

（1）

（1）

（1）

（1）

（1）

（1）

（1）

（1）

（1）

（1）

（1）

（1）

（1）

（1）

（18）

2
15

5
4

6
4
12
54

32

35

5

18

5

27
14

5
3
3

36

18

10

4
5
7

424

（1）

（1）

（1）

（1）

（1）

（1）

（1）

（1）

（1）

（1）

（1）

（20）

2
15

5
7
5
10
12
55

32

40

（1）

（1）

（1）

（1）

（1）

（1）

（1）

（1）

（1）

（1）

（1）

（1）

（2）18
4

26
14

3

611
7
3
554

18
6
10
5

445

（1）

（1）

（1）

（1）

（20）

8
71
22

17

29

22

20

29

215

26

67
40

113

32
16

18

23

19

23

11
17
71
19
20
36
87
56
20
12

38
30
14
20
19
17
76
15
25
22

20
14
22

14
1,595

7

（1）

（2）

（4）

（1）

（1）

（5）

（2）

（2）

（3）

（2）

（1）

（1）

（3）

（1）

（3）

（1）

（3）

（1）

（3）

（2）

（2）

（2）

（1）

（1）

（2）

（3）

（1）

（4）

（2）

（1）

（2）

（2）

（76）

別表2

謷察大学校「部任用科（本課程）」

期別 第72期
府県等別
醬察庁皇宮
青

東岩
懷北山
福醬視庁

森
手
城
田
形
島

関

奈

東

歌

2

49切

第73期

9 w

広
四

愛
高
福

九 佐
長
熊
大
宮州鹿児
沖

島
口
島
川

媛
知
岡
賀
崎
本
分
崎
島
縄合計

受託生
注1：第74期及び第75期の一部期間において、オンライン教養を行う。

注2：（）内は、女性職員の入校人員を内数で示す。

（1）

（1）

（1）

第74期

995

4

・ （1）

EEEE

EEE

（1）

第75期

9e 0T

（1）

（1）

4

総人員

23 税

02 Z1 ZT

（1）

（1）

（4）

EEe

（1）

（1）



北海道 3
1

（1）

20（4）

1

（1）

2

1

2

（1）

1
19 （2）

1
1

2
2

3

3

2

1
（1）

2

2
2

（1）

1

1

1

1
18 （2）

3
（1）

2

1 （1）

4

3
10 （2）

1
2

2

（1）

（1）

（1） （1）

2

1

77（11） 79 （7）

2
94 （8）

3
1
1
1

1
18 （2）

2
1

2

8（1）

11
1

1

11 （1）

2

2

8（1）

1

1（1）
1

95（8）

1

2 （1）

1
3
1

19 （2）

2

31

（1）

3 （1）

3（1）

3（1）

11

2
12

1
2

2
2
2
9 （1）

1 （1）
94（10）

15
5

4
4

94
4
5
2

11

26
11

1

10

17

4
14
46
13

3
8

11
3

11
8

40

4

2

4
6

439

（2）

（1）

（12）

（1）

（1）

（2）

（2）

（1）

（2）

（2）

（5）

（1）

（1）

（1）

（5）

（1）

（2）

（44）

別表3

謷察大学校「部任用科 （特別短期課程）」
期別

第52期
府県等別皇 宮

青 森東岩手宮 城秋田
北正形福 島
警視庁
茨 城関栃木

奈

東

歌

香
愛

島
口

島
川
媛
知

第53期

2

（1）

2（1）

第54期

（1）

2

1

（1）

福
九 佐
長
熊大
宮 崎州鹿児島

我計
2 （1）

合
注1：第52期及び第56期において、入校生の一部に対するサテライト教養を行う。

注2：（）内は、女性職員の入校人員を内数で示す。

第55期

4 （1）

2（1）

3

第56期

3

（I）

総人員

4

4

2

備考

（1）1

（1）



第156期 第157期 第158期

北海道

（2）
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8
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（2）

（1）

9
17

（4）

2
（1）

3
1
1

1

（1） 2
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1
4（1）
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5
2
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（1）
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（1）
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2
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（1）

（1）

（1）

2
（2）

（1）

3

2
（1） （1）

（1）

（1）

2
2
2

（1）

2
（1） （1）

（1）

2
5

（1）

（1）

（1）

（1） （1）

（1）

2

（1）

（1）

（1）

（2）

（1）

（1）

（2）

2 （1）

（1）

1（1） 3

1 （1）

1
2

3 （1） （1）

1

（1）

（1）

（1）

（1）

（1）

（1） （1）

1 1（1）
2 （1）

72 （20） 93 （37） 88（28）

第159期

（2）

16

2
1
1 （1）

3 （3）
4

2
2 （2）

6

3

（1）

（1）

（1）

（2）

（1）

（2）

（1）

4 （2）

（1）

（1）1
1

1 （1）

2 （1）

1

1（1）

1
3 （2）

92 （31）

第160期

5
13

（3）

2
（1）

1

2 （1）

1113

2
2

2

（2）

（1）

（2）

（1）

21

21

11

1
1
1

67 （14）

35
73

11

10

21

10

10

12
12

6
14

2

12

5
2

14

6
2

7
7
4
4

2
10

5

（13）

（1）

（1）

（3）

（3）

（2）

（2）

（7）

（2）

（3）

（3）

（8）

（1）

（5）

（4）

（9）

（3）

（1）

（2）

（1）

（1）

（2）

（4）

（2）

（1）

（3）

（2）

（3）

（1）

（1）

（3）

（3）

（2）

（3）

（2）

（5）

（1）

（4）

（1）

（1）

（3）

4 （2）

（1）

（5）

412（130）

別表4

箸察大学校「課長補佐任用科」
期別

府県等別
★察庁
替察庁（通）
皇 宮

青 森

東岩 手宮 城秋 田
北山

形福 島警視庁

茨 城
関栃 木
群 馬
埼 玉

千 葉神奈 川
新 潟
正 梨

東 長 野
静 岡
富

中 石
福
岐 山川井 阜

部 愛=

近
滋
京

知重賀都阪

大浜」
庫

畿 奈 良
和 =歌山

取
島 根

中 岡 E
国広 島四山
国 徳
香

2

93238

2

2

島

川
媛
知

福 岡
九佐 賀

長 崎

熊 本大/分宮 崎州鹿児島縄
合

注1：第157期及び第159期において、入校生の一部に対するサテライト教養を行う。

注2：（）内は、女性職員の入校人員を内数で示す。

b

11

2

2 （1）

2 （2）

1
（1）

2 （1）

備考

1

2 （1）

3（2）

総人員

2

2

4



21 （6）

23 （7）

44 （13）

10 （2）

40 （2） 1161

75（16）
75（16）
75（16）

75 （16）

75 （16）

75 （16）

450 （96）

31、

別表5
謷察大学校「初任幹部科」

課程名称 教養対象
初任課程
補習課程

研究課程

謷部補
瞽部補

替視、替部、一般職員
合 計

注：（）内は、女性醬察官の入校人員を内数で示す。

別表6
菩察大学校「行政実務科」

課程名称
補習課程
研究課程

謦部補
贅視、贅部

合 計
注：（）内は、女性察官の入校人員を内数で示す。

教養対象

別表7
誉察大学校「術科指導者養成科」

課程名称
術科指導者養成科

注：受託生は、外数である。

教養対象
幣部、♥部補、一般職員

別表8
著察大学校「教官養成科」

課程名称
教官養成科第246期
教官養成科第247期
教官養成科第248期
教官養成科第249期
教官養成科第250期
教官養成科第251期

教養対象
替部、贅部補、一般職員

謷部、贅部補、一般職員
警部、謷部補、一般職員
警部、替部補、一般職員

警部、贅部補、一般職員
替部、警部補、一般職員合計

注：（）内は、女性警察官の入校人員を内数で示す。

人員

別途計画

期間
別途計画

別途計画

備考

人員

別途計画
10 （2）

期間
4

備考

人員 期間 備考
受託生 2

人員 期間 備考
33府県教官
30府県教官
32府県教官
30府県教官
管区教官

31管区教官



ヘルスマネジメント実務

被害者支援

36

47

54

60

55
45

27
47

24
47
24
47
47
27
47

23
23

32
28
24
20

25
24
27
44
25

4

5
5

5
10

5
10

5
9
10

9
9
10

11

5
10

5
4
5
5
34

8

30

50
25

16
4

1,437

10

4
8
4

4
10

5
2
2

4
12

4
26

別表9
普察大学校「専科」
局部 課程名称

広報
留置業務管理運営
総合対処法

官房
監察業務管理運営
訟務実務

地域実務

少年簪察
人身安全対策生安
児童の性的搾取事狙
風俗事犯等取締り
銃砲・火薬行政実務
通言傍受法運用
性犯罪捜査
捜査本部事件指揮①
捜査本部事件指揮②刑事
人質立てこもり説得交渉
知能犯捜査
事件分析（指揮・管理）現場鑑識

組織犯罪情報
組対 暴力団排除対策

特殊詐欺対策
受傷事故防止

交通 交通事故鑑識官養成
暼備実務管理
警備実務第一（I）
瞥備実務第一（II）
警備実務第四

謷備
暼備資料
謷備情報理論
デスク実務第二

右翼実務
外事情報
外事実務第三外事
経済安全保障
経済安全保障事件捜査
醬備実施実務I（前期）
暼備実施実務I（後期）
暼備実施実務 II（前期）

警備運用 警備実施実務II （後期）
暼衛・謷護
瞽備実施実務II

原発謷備指揮官
科謷研研究職（基礎）

教養対象
管視、普部、一般職員

聱視、贅部
簪視、部、贅部補、一般職員

普視、警部、一般職員
警視、警部
替部、替部補、一般職員
替視、部、一般職員
瞽部
普部、著部補
警視、部
警部、弊部補
警部
警部、替部補、一般職員
普視、部
謷部、普部補
謷部

暼部替部、簪部補暼部、謷部補警視、部菩部

視、警部
替視、警部
謷部
替部、贅部補
普部、部補、一般職員
管視、贅部
警部、謷部補
警部、警部補
蓍部、警部補
贅部、等部補、一般職員
謷部
轡部、謷部補
暼部
警視、警部
一般職員
簪部、孳部補
醬部、替部補

警部

暼部、警部補

磐部、贅部補
蓍部
贅部、贅部補
技官

合 計
注1：警備実施実務（前期）及び管備実施実務I（前期）において、オンライン教養を行う。

注2：受託生は、外数である。

人員 期間

4

備考

受託生2

受託生 4受託生2



38 4
25 10
22 21

33 12
32 4
30 5
25 5
24 10
47 5
20 9
272

60
60
10
12
142

52
51
12
12

35
35
36
36

142

122
129
23
21

別表10
誉察大学校「指定職種任用科」
局部 課程名称 教養対象 人員 期間 備考

会計管理（前期） 2
官房 会計管理（後期）

替視、普部、一般職員

生安 生活経済事犯捜査 謷部
刑事 特殊事件捜査

重要知能犯特捜 警部
暴力団対策法意見聴取 瞀視、警部
暴力犯特捜 警部組対 薬物銃器事犯特捜 瞽部
国際捜査第一 謷部 （国際察センター）
交通事故事件捜査 暼部交通
交通管理 警部、一般職員

計 （国際察センターの課程を除く。）

注1：会計管理（前期）において、オンライン教養を行う。
注2：「国際捜査第一」課程については、国際著察センター捜査実務研修料の課程として行う。

別表11
普察大学校「研究科」
局部 課程名称

法医専門①刑事 法医専門②
組対
交通

銃器事件捜査
交通事件捜査合計

教養対象
警視、警部
皆視、警部
啓部
警視、暼部

人員 期間 備考

別表12
特別捜査幹部研修所

課程名称
特別捜査幹部科第112期
特別捜査幹部科第113期
捜査幹部養成科第33期
捜査幹部養成科第34期

合 計

教養対象
贅視、警部
管視、警部
暼視
暼視

人員 期間 備考



6
16
24
14
9
50
50
169
10
10
15
60
10
6
6
7
27
12
27
6
7
11
27
10
10

60
88
10
5
4

10

15

253
253
253
253
253
253
253
253
253
253
253
253
253
109
109
60

7 60
15 45
9 30

30
10 59

59
8 59

310

16
16
495

別表13
国際察センター

課程名
国際研修第一
国際研修第
国際捜査第＝
国際テロ捜査（I）
国際テロ捜査（II）
謷備対策官候補者 （前期））
警備対策官候補者（後期）

小 計
国際協力
研低料

国際協力祼程 小計
韓国語I髁程
中国語I課程
ロシア語I課程
アラビア語I 課程
インドネシア語1課程
ネパール語I課程
ベトナム語I課程
韓国語I課程
中国語I課程
ロシア語II課程
アラビア語I 課程
インドネシア語課程
ベトナム語I課程
英語I課程（第1期）
英語I課程（第2期）
中国語ブラッシュアップ課程
タガログ語ブラッシュアップ課程
国際捜査官海外実務研修課程
中国語皿課程
ロシア語皿課程
英語皿
ウルドゥー語皿課程
タガログ語II課程

小 計
警察幹部組織運営
インドネシア察行政セミナー
国際捜査セミナー小計

国際捜査 捜査幹部研修
研究科 小

合 計

教養対象
警部、瞽部補、巡査部長

簪部補、巡査部長
警部
警部、警部補
贅部、贅部補營部、管部補、巡査部長
警部、贅部補、巡査部長

警部、警部補

巡査部長、巡査
巡査部長、巡査
巡査部長、巡査
巡査部長、巡査
巡査部長、巡査
巡査部長、巡査
巡査部長、巡査
「巡査部長、巡査
巡査部長、巡査
巡査部長、巡査
巡査部長、巡査
巡査部長、巡査
巡査部長、巡査
替部補、巡査部長、巡査巡査部長、巡査
部補、巡査部長、巡査
警部補、巡査部長、巡査
替部補、巡査部長、巡査
整部補、巡査部長、巡査
［部補、巡査部長、巡査
警部補、巡査部長、巡査
替部補、巡査部長、巡査
等部補、巡査部長、巡査

外国からの研修員
外国からの研修員
外国からの研修員

替部補、巡査部長

人員 期間

別途計画

別途計画
別途計画
別途計画

別途計画

備考

（指定職種任用科）



サイバーセキュリティ対策研究・研修センター

第5期

18
25
5

30

25

10
24
25

162

12

12

11

11

11

57

2

40

40

40

37

37

26

26

24
24
294

81

11

192

9
82

11
12
12

11

11

11

11

11

365

25

25

25
12

12

12
12
5
5

別表14
財務捜査研修センター

課程別
財務捜査中級① （第169期）
財務捜査基礎（第170期）
財務捜査上級（第171期）
犯罪収益対策（第172期）
財務捜査中級② （第173期）

財務捜査官（第174期）
財務捜査指揮（第175期）
財務捜査分析技能（第17 6期）

合 計

注：受託生は、外数である。

別表15
取調べ技術総合研究・研修センター

課程別

取県へ技術・捜査指理研体科

取調べ技術捜査指揮研修科第61期
取調べ技術捜査指揮研修科第62期
取調べ技術捜査指揮研修科第63期
取閼べ技術捜査指揮研修科第64期
取調べ技術捜査指揮研修科第65期

合 計

瞽部
瞽部
暼部
謷部

注：受託生は、外数である。

別表16

察情報通信研究センター「情報通信技術研究科」
課程別

情報通信技術研究科第14期 一般職員
合 計

別表17

課程別
サイバー捜査（応用）第10期
サイバー捜査（応用）第11期
サイバー捜査（応用）第12期
サイバー捜査（指揮）第7期
サイバー捜査（指揮）第8期
サイバー捜査（上級）第5期
サイバー捜査（上級）第6期
サイバー捜査（上級補習課程）
サイバー捜査（上級補習課程）第6期

合 計

注：受託生は、外数である。

教養対象
替部補、巡査部長、巡査
替部補、巡査部長
部補、巡査部長、巡査
部、馨部補
•部補、巡査部長、巡査
替視、部、替部補、巡査部長

謷部
贅部補、巡査部長

教養対象

教養対象

教養対象
警部、部補、巡査部長、一般職員

警部、贅部補、巡査部長、一般職員

警部、贅部補、巡査部長、一般職員

謷視、警部、一般職員
普視、替部、一般職員
替部、普部補、巡査部長、一般職員

部、部補、巡査部長、一般職員
部、部補、巡査部長、一般職員

著部、部補、巡査部長、一般職員

人員

人員

人員
2

人員

期間

期間

期間

期間

備考

受託生1

受託生 1

備考

受託生1
受託生1
受託生1
受託生3

備考

備考
受託生 1

受託生1

受託生1

受託生3



情報システム開発第26期
情報セキュリティ第19期
プロジェクト管理第10
ネットワーク第16期
ネットワーク第17期

データ通信第18期

50
120
9
3

115 10
112

37 2

8T

30
18

18
18
18

10

40

15

20

20

14

14

12

24
18

18

2
2

2

2
2

40

14

12

13

14
20

21
21
20 1

20

10
20
20.

-10

1,034 30

11

5

74 80

38

9
5
26
29

9
/10
29

5

5

19

18

22

22

10

15
23

23

15

22

5
9

5
16

37
33

36

17

18

19

5
23
19
15

43

25

24
30

29

10

22
29
29

40

44

別表18
附属瞽察情報通倌学校

課程別
通信職員課長任用科第27期
通·職員係長任用科第30期
通信初任幹部科（初任）第72期
通信初任幹部科（補習）第30期
通信職員養成科（技術初任）第70期
通信職員養成科（技術補習）第19期
通言職員養成科（事務）第36期
経理・資材第26期

情 情報管理運営第28期
情報システム基礎A第50期
情報システム基礎B第51期
情報システム管理A第38期

報 情報システム管理B第39期

通

交換機第15期

交換機第16期

多重通信第11期
移動通（第14期
移動通言第15期
電子制御基礎［交通管制］第53期

技 機動通［運用］第25期
機動通［管理］第20期
機動通言［指導専門官］第18期
機動通·［指導育成］第3期

術 通信施設第21期
情報技術解析I第42期
情報技術解析I 第43期

専
情報技術解析1 第44期
情報技術解析I B 第43期
情報技術解析IB第44期
電子機器解析第21期
情報技術解析［管理］第7期

科 サイバー攻撃対策技術第20期
情報技術解析I第10期

情報通合研究科情報管理第19期
合計

注：受託生は、外数である。

教養対象
警視、警部、警部補、一般職員
替部補、巡査部長、巡査、一般職員

一般職員
-般職員

般職員
般職員
一般職員
一般職員

警視、贅部、一般職員
部補、巡査部長、巡査、一般職員
部補、巡査部長、巡査、一般職員
替部補、巡査部長、巡査、一般職員
醬部補、巡査部長、巡査、一般職員
部補、巡査部長、巡査、一般職員

贅視、部、警部補、一般職員
視、管部、醬部補、一般職員
一般職員
•般職員

-般職員
般職員
一般職員
一般職員
一般職員
一般職員
菩視、部、菩部補、巡査部長、巡査、一般職員

-般職員
一般職員

贅部、瞽部補
一般職員

一般職員
贅部補、巡査部長、巡査、一般職員
部補、巡査部長、巡査、一般職員
部補、巡査部長、巡査、一般職員
贅部補、巡査部長、巡査、一般職員

替部補、巡査部長、巡査、一般職員
部補、巡査部長、巡査、一般職員
一般職員
贅部補、巡査部長、巡査、一般職員
部補、巡査部長、巡査、一般職員

警視、警部、警部補、一般職員・

人員
学生学生主任

2

1

2

1

4
4

期間
学生学生主任

別途計画

別途計画

備考

44 受託生2



北海道

中国四国

124

（4）

318

（2）

1,448

（7）

399

（5）

584

（6）

393

（3）

452

（6）

3,718

320

421

（1）

1,876

（10）

582

（2）

816

（4）

431

（1）

579

（3）

5,025

44

70

266

77

100

106

730

49

70

321

102

112

86

146

886

25

25

北海道10

北海道6

北海道6

北海道40

（33） （21）

別表19
管区（道）謷察学校
部補任用科、巡査部長任用科、係長任用科、主任任用科、一般職員初任科

課程 謷部補 巡査部長 係、長
任用科 任用科 任用科

管区別 （人員） （人員） （人員）

主任
任用科
（人員）

一般職員
初任科
（人員）

（受託生）

東北

（受託生）

関東

（受託生）

中部

（受託生）

近畿

（受託生）

（受託生）

九州

（受託生）

合計

備考

謷部補任用科

謷部補任用科

北海道7

謷部補任用科

北海道7

謷部補任用科

謷部補任用科

北海道4

謷部補任用科

警部補任用科

（受託生）

注1：番部補任用料及び巡査部長任用料の年度半分の期において、一部期間オンライン教養を行う。注2：係長任用料及び主任任用科の年度半分の期において、一部期間オンライン教養を行う。
注3：係長任用科及び主任任用科の年度半分の期において、入校生の一部に対するサテライト教養を行う。
注4：備考欄の北海道の人員は内数、（）内の受託生人員は外数である。



27
ロシア語プラッシュアップ

56
48
48

カウンセリング 27
40
16
13

11

20
30
47
30
25
18
47
35
32

サイバー

サイバーサイバー

巡査部長、
サイバー 第9期

2.357

5
30

15
15
16
10
10

18
19

北海道

5

14
14
14
14
14
14

14

10

89二
10

191
106
104
270
19
22
22

5751515

別表20
管区（道）察学校「全国規模専科」
高部 踝程名称 教養対象 人買

超置実務指導者 「部補、巡査部長警部補、巡査部長、巡査、一般職員
官房 匯銃指導者養成 警部、警部補、巡査部長

剣道指導者養成 部補、巡査部長、一般職暮
逮捕術指導者養成 警部補、巡査部長、 一般職員

（初級） 「経部補、巡査部長、巡査、一般職員
警●業担当者養成（前期】 菩部補、巡査部長、巡査、一般職員
警備業担当者養成（後期）
防処実務 部補、巡査部長、一般職員
職務質問@） 警部補、巡査部長
職務質問② 警部補、巡査部長職務質問③ 「部補、巡査部長生安通倡指令① 警部補、巡査部長
通信指令② ［警部補、巡査部長
少年補導職\ 般職員ストーカー・配者暴力対策 弊部補、巡査部長
児童虐待対策 部補、巡査部長、 一般職員
生活経済事犯捜査（前期） -管部補、巡査部長生活経済事迎捜査（後期）
通佰傍学捜査技術 ■部補、巡査部長性犯罪捜査 警部補、巡査部長
検視実務① ※部補、 巡査部長
検視実務②） ［警部補、すり処捜査 警部補、 巡査
広域特殊事件捜査技術 警部補 一般職員刑事 瞧行型殺優事案対処指導を成①
•行型編事案対処指導員養成②
科学・過失加捜査
知能犯捜査技能
捜査分析（実務） 一般職質
犯罪鑑識

巡査、 一般職員
墨力団対策法運用

組対 保護対策（身辺警戒）
暴力団等取締り

交通事故畿計分析 巡査、一般職員普察急自動車逆転技能中堅指導者第499期（二輪）
皆察緊急自動車運転技能中堅指導者第500期 （高速四輪）
警察緊急自動車運転技能中堅指導者第501期（二輪）
警察緊急自動車運転技能中指導者第502 （地域四輪）
警察緊急自動車運伝技能中堅指導者第503 二輪）
警奈緊急自動車運転技能中堅指導者第504期（高速四輪）
普奈累急自動車運転技能中堅指導者第505期 （交機四輪）
警察急自動車運転技能中率指導者第50630）（地域四輪）
警察緊急自動車運転技能中堅指導者第507期（二輪）交通 皆察緊急自動車連伝技能中堅指導者第508期（高速四輪） •部補
警察急自動車運転技能中堅指導者第509期 二輪）
警察急自動車運転技能中座指導者第510期（二輪）
警察緊急自動車道転技能中堅指基者 第511期（地域四輪） 警部補
交通取締実務指導者 ※部補交通捜査 啓部補
交通事故鑑定 警部補 般運転免許技能試験官 没

員

取処分者讅習措導員
員

警部補、 ー般職員
安全運転相談 4査、 般職l

警備表務策= （I）

暼備 備耒務第三 （II）壁備実務第五警備事件捜査第 ※部補、巡査部長デスク実務第一 警部補、巡査部長
外事情報（第一） 部補、巡査部長、

外事 外事実務第一 警部補、巡査部長、
外事実務第 警部補、巡査部長、巡査
外事実務第四 -般職貝
ドローン操純士 一部補、巡査部に、巡査
豎衛指導者 警部補、巡査部長
警衛・警護車列 警部補、巡査部長、巡査
特別救助班楫攝 警部補、巡査部長

蓍備運用\菩備特別 警部、警部補、巡査部長、巡査
03380288303t580096419197364830080825608080510892917z0sR2987½5351肆察用航空機操縦士（自家用操縦士（回転釈航空機））第3期 巡査部長

音楽用航空規操縦士（計器飛行証明（回転環航空機）） 第4-1期 弊部、警部補警器用航空機提士（計器飛行証明（転拠航空機））4-22 警部補、巡査部長
警察用航空機（事業用操縦士（回転製航空梅））第2期 巡査部長

技術 【基礎） 第10期 部補、巡査部長、巡査サイバー技術 （基礎） 第11期 警部補、巡査部長、巡査、
サイバ -技術 （基礎） 第12期 警部補、巡査部長、巡査

一技術 （基礎） 第13期

普部補、巡査部長、巡査、
サイバー技術 （基礎）第14 警部補、巡査部長、
サイバーー技術 （応用） 第8期 著部補、

-技術 （応用） 警部補、巡査部長、巡査、
サイバー技術 （応用） 第10期

警部補、巡査部長、巡査、

55585855585てるラ

合
1：暼噇業担当者養成（前期）及び生活経済事査（前期）において、オンライン教養を行う。注2：受託生は、外数である。

期間 裏椸校
関東

関東
関東
関東
関東
関東
関東
関東
中部
近畿
中部
関東
関東
関東
近畿
関東
関東
近畿関東
近畿

備考

受託生2

2ss750131Tss161

刊

1922as2166s21T6gb

国東北
関東

界

関東関東
関東
関東
関東
関東

関東
関東
近畿
関東
関東
関東
関東
関東
関東
関東
関東

関東

受託生2



性犯罪捜査

サイバー

62
151
53
93
70
102
244
48
48
141

1,012

9

15
4
9
5
5
5
5

17又は16

20
20
10
40
15
16

121

3
3

5
5

4

15
15

16

13
7
9
29

113
11
11

別表21
管区（道）營察学校「管区規模専科」
局部 課程名称

官房 情報管理
機動通_
職務質問生安 地域実務
捜査実務

刑事
広域機動捜査

謷備運用 広域緊急援助隊警備指揮銃器対策部隊指導員
情報技術解析合計

注：受託生は、外数である。

教養対象
普部補、巡査部長、巡査、一般職員

暼部補、巡査部長、巡査、通職員

警部補、、巡査部長
暼部補
謷部補
警部補、巡査部長
警部補、巡査部長、巡査、一般職員

•部補、巡査部長
啓部補、巡査部長
聱部補以下、一般職員

人員 期間

4

別表22
管区謷察学校「管区特別専科」
管区 課程名称 教養対象
東北 般職員実務
関東 職務倫理特別

国際犯罪捜査
中部 昇任時特別教養（前期）

昇任時特別教養（後期）
近畿
九州

災害♥備訓練指導員
教養補習課程

般職員
-般職員
暼部補
瞥部補、巡査部長
暼部補、巡査部長
巡査部長

合 計

人員 期間

注：昇任時特別教養（前期）において、入校生の一部に対するサテライト教養を行う。

5

別表23
管区（道）
局部
交通

著察学校「研究科」
課程名称

交通管理合 計
注：受託生は、外数である。

警部、
教養対象
一般職員

人員 期間

別表24
関東管区察学校 「初任幹部科

課程・期別/区分
第39期初任課程
第37期補習課程
第38期補習課程

教養対象
巡査部長
謷部補
巡査部長

人員

計

期間

備考

受託生5

受託生8
受託生13

備考

備考
関東管区朁察学校で実施

備考
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2,357
489
599

806

607

480
908
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997
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3,192
964

281

266

346

268
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23,474

688
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406
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503

5,417

1,791

407

609

667

499

442

564

533

5,512
49,952

別表25

北

皇宮

青森
岩手

宮城

秋田
山形
福島

小計
瞽視庁

茨城
栃木

群馬
埼玉

初

長期

東

部

国中

国

児

沖縄
計 U3 88 0 52 祝 7 09 2e 9m $3 0舫

合 計

仕 料
皇宮誉察学校、v視庁察学校及び道府県普察学校教養計画

初任抽修科 一般職員 著部補 巡査部長 係長 主任
短期 前年度入校 前年度入校 初任科

19 g9 97 08 28 4 99

09 4e

# 68 02 8Z

21 55

長期 短期
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任用料
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任用科

部門別

任用科

01 9 x1 mx m

89 29 z6 ms 01 rg # 62 # 2 # #

g9 赤 7 2 06 19 75 66

専科等
人 員

総合計

88m8 0z



公正取引委員会

厚生労働者

海上保安庁

運輸安全委員会

4

3

24 2

2

2 2

2

2

2

2

2

19

2

18

28

2

1

2

4 24 12

41

12 11 124

別表26
他者庁等からの受託教養

学校別

省庁別 課程別

衆議院

参議院

巡査部長任用科

巡査部長任用科

法務省刑事局

情報技術解析

情報技術解析

皆部任用料（刑事専攻）

術科指導者養成科

出入国在留管理庁 暼部補任用科（刑事専攻）

巡査部長任用科

拳銃指導者養成

財務省

税関研修所

国税庁

防衛省

著部任用科（刑事専攻）

皆部補任用科（刑事専攻）

巡査部長任用科

情報技術解析

情報通信技術（情報技術解析I）

情報技術解析

犯罪収益対策

笹部補任用科（刑事専攻）

拳銃掯導者養成

情報技術解析

人質立てこもり説得交渉

鑑定技術職員養成科（工学）

等部補任用科（刑事専攻）

巡査部長任用科

情報技術解析

鑑識

検視実務

検視実務

検視実務
繿識科学

検視実務

情報通倌技術（情報技術解析 I）

青報技術解析

菩部任用科（刑事専攻）

性処罪捜査

曳場鑑識
取調べ技術捜査指揮研修科

サイバー捜査（応用）

鑑定技術職員養成科（ポリグラフ）

皆部補任用科（刑事専攻）

巡査部長任用科

情報技術解析

捜査実務

鑑識
検視実務

刑事任用科

検視実務

合 計

情通学校普大

2

区（道）瞽察
東関 中近
北 東部

校

都視庁
九州

学中国四国

府県著察学校

千
版

岡
山

山
口

合計


